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　風光明媚な高田松原海岸
に接し、陸前高田市の観光拠
点として歴史を刻んでいた
キャピタルホテル1000。街を
襲った大津波により７階建て
のホテルは４階まで浸水、高
田松原の風景とともに失われ
てしまった。しかし復活を望む
多くの市民の声と経営陣の熱
意で、再建計画がスタート。平
成25年11月、市内の高台に
移転再開を果たした。新施設
は地上３階建て、全40室はす
べてツイン仕様とし夫婦やファ
ミリー客を意識。ほかレストラン
や大浴場、宴会場やチャペル
なども完備、宿泊から会合、宴

会などへも対応する。
　再開から２年、今も復興支
援関係者の宿泊は多いという
が、松田修一社長は「ホテル
は地元の人にとっても憩いの
場であるべき」と経営理念を
語る。気仙地域に居住歴のあ
る人などを対象とした特別料
金宿泊プランはホテル需要の
多い年末年始からあえて実
施し、帰省客の増加に貢献。
またランチや宴会そして結婚
披露宴など、住民にも気軽に
利用できる工夫を凝らす。
　ホテルのロビーからは、かさ
上げ造成が進むかつての市
街地が見渡せる。今夏には

大型商業施設の建設が始ま
り、平成32年度には国営の復
興祈念公園の整備も予定さ
れているという。「まさにゼロか
らの町づくり。刻 と々風景が変
わっていく様子は他では見ら
れない」と松田社長。この地
に立つホテルとして、にぎわい
を産み交流人口を増やすた
めのツアーやプログラムを主
催すべく、官公庁と民間がと
もに協議していく「下地づくり」
の時期が来たと感じている。
　「宿泊を持っているのが我々
の強み。観光素材を組み立て
て、一分一秒でも長く陸前高田
に滞在して欲しいですね」。

企 業 デ ー タ

キャピタルホテル1000株式会社

ホスピタリティ溢れるスタッフ。地元住民には憩いの場として、旅行者には陸前高田の風物を体験してもらうベースだ。客室はデラック
スツイン・スーペリアツイン・バリアフリーツイン・スタンダードツインの４タイプ。ホテル内部はシックなインテリアでまとめられている。

陸前高田市
RIKUZENTAKATA

沿岸４企業 復興への道のりと展望震災５年ー未来へ
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［いわて産業振興センター活用事例］ 震災復興専門家派遣事業などを利用
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